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中
泊
町
の
人
や
自
然
、
歴
史
と
い

っ
た
地
域
資
源
を
活
用
し
な
が
ら
地

域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
、
中
里
高
校
Ｓ
Ｂ
Ｐ（
ソ
ー
シ

ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）が

５
月
12
日
㈭
結
成
さ
れ
、
１
年
生
９

人
、
２
年
生
３
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

同
日
、
三
重
県
多
気
町
の
高
校
生

レ
ス
ト
ラ
ン
「
ま
ご
の
店
」
の
仕
掛

け
人
で
あ
る
岸
川
政
之
氏
が
中
里
高

校
を
訪
れ
、
生
徒
ら
に
高
校
生
が
関

わ
り
町
お
こ
し
に
つ
な
が
っ
た
事
例

を
紹
介
し
、「
真
剣
か
ど
う
か
が
成

功
の
鍵
」
と
生
徒
た
ち
に
伝
え
ま
し

た
。
生
徒
ら
は
、
紹
介
さ
れ
た
事
例

が
自
分
た
ち
で
も
で
き
る
の
か
、
こ

の
地
域
な
ら
で
は
の
取
り
組
み
は
で

き
な
い
か
な
ど
真
剣
な
表
情
で
考
え

て
い
ま
し
た
。
話
を
聞
い
た
生
徒
は

「
高
校
生
が
考
え
て
作
ら
れ
た
商
品

を
み
た
が
、
ど
れ
も
す
ご
か
っ
た
。

自
分
た
ち
が
作
れ
る
の
か
自
信
は
な

い
が
、挑
戦
し
て
み
た
い
と
思
っ
た
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

５
月
13
日
㈮
、
深
浦
町
の
木
造
高
校

深
浦
校
舎
で
中
泊
町
・
鰺
ヶ
沢
町
・
深

浦
町
の
特
産
品
を
取
り
入
れ
た
セ
レ
ク

ト
ギ
フ
ト
の
試
作
会
が
行
わ
れ
、
中
里

高
校
Ｓ
Ｂ
Ｐ
か
ら
は
５
人
の
生
徒
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

試
作
会
に
は
、
同
じ
取
り
組
み
を
し

て
い
る
木
造
高
校
深
浦
校
舎
と
鰺
ヶ
沢

高
校
の
生
徒
ら
も
参
加
し
、
の
し
い
か

や
鯨
餅
、
ふ
か
う
ら
雪
人
参
ジ
ュ
ー
ス

な
ど
を
試
食
、
10
点
満
点
で
審
査
し
ま

し
た
。
生
徒
た
ち
は
ギ
フ
ト
に
し
た
と

き
の
重
さ
や
バ
ラ
ン
ス
な
ど
に
頭
を
悩

ま
せ
な
が
ら
意
見
を
出
し
合
っ
て
い
ま

し
た
。
参
加
し
た
生
徒
ら
は
「
地
元
の

特
産
品
で
も
知
ら
な
い
も
の
が
多
か
っ
た
。

ギ
フ
ト
作
り
は
難
し
か
っ
た
が
、
地
域

や
町
の
た
め
に
な
る
と
考
え
る
と
や
り

が
い
が
あ
る
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
３
校
連
携
の
セ
レ
ク
ト
ギ

フ
ト
作
り
の
ほ
か
に
、
中
里
高
校
独
自

の
セ
レ
ク
ト
ギ
フ
ト
作
り
も
行
っ
て
い

く
そ
う
で
す
。
中
里
高
校
Ｓ
Ｂ
Ｐ
の
リ

ー
ダ
ー
と
な
っ
た
竹
谷
雅
さ
ん（
２
年

生
）は
「
本
気
で
や
り
た
い
と
い
う
生

徒
が
集
ま
っ
た
。
ま
ず
は
セ
レ
ク
ト
ギ

フ
ト
作
り
を
楽
し
く
力
を
合
わ
せ
な
が

ら
完
成
さ
せ
る
」
と
意
気
込
ん
で
い
ま

し
た
。

地
域
の
活
性
化
目
指
し
て

中
里
高
校
S
B
P
始
動

真剣な表情で話を聞く生徒たち

岸川政之氏

他校の生徒と協力してセレクトギフトを開発
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　消防団定期観閲式が、５月４日㈬パルナス駐車
場で行われました。この日はあいにく雨が降り肌
寒い天気となりましたが、団員たちは真剣な表情
をうかべていました。町内各分団が日頃の成果を
観閲者に披露することがこの式の目的でもあり、
約150人の団員が参加しました。人員姿勢服装点
検や車両機械器具点検、分列行進のほか、中継送
水訓練、小型ポンプ操法が披露されました。また、
中里子ども園児らによる幼年防火クラブ演技も行われ、団員同様に日頃の練習の成果を披露しました。

　式典に移り、長年消防団に尽力した団員たちへ
の表彰や競技の表彰が行われました。各表彰、観
閲者講評、団長訓示、来賓祝辞につづき、受章者
を代表して、25年以上団員を務める分団長の神
滋さんが「受章に感謝している。今後とも消防人
として奉仕していきたい」と謝辞を述べました。
　服装、車両点検や行進などを競う優良分団では、
第１分団（向町・五林・宮川）が優勝、第７分団（豊
岡・福浦）と第９分団（下高根・薄市）が準優勝と
なりました。

　これまで町の発展への貢献が認められ、国からを受章された人たちを祝おうと、５月15日㈰町総合文
化センターパルナスで叙勲受章合同祝賀会が開催されました。祝賀会にはこれまでに叙勲を受けた４人の
うち佐藤潔さん（浜町）、加賀田美智治さん（豊島）、新岡京一さん（福浦）の３人と関係者ら約150人が出席
しました。
　祝賀会は、発起人である兵庫町議会議長の挨拶で始まり、小野町長や成田県議会議員らからお祝いの言
葉が贈られました。次に花束贈呈が行われ、長く応援してもらった人たちから花束の贈呈を受けると、３
人は感動した様子でした。受章者らを代表して新岡さんが「こんなにも盛大に祝っていただきありがたい。
この受章もみなさんのおかげだと思っている。これからも町のためにがんばっていきたい」とお礼の言葉
を述べました。その後、懇談会が始まると、花柳穂紀桜の演舞を見ながら、久しぶりにあった人たちと楽
しそうに談笑していました。

■受章者の経歴は次のとおりです。
　佐藤　　潔　平成22年 春  旭日双光章受章

　　中泊町（旧小泊村含む）議会議員（６期連続）

　古川　　登　平成25年 春  旭日双光章受章

　　中泊町（旧中里町含む）議会議員（８期）

　加賀田美智治　平成27年 秋  旭日双光章受章

　　中泊町（旧中里町含む）議会議員（８期連続）

　新岡　京一　平成28年 春  旭日双光章受章

　　旧中里町議会議員（７期）

今後も町発展に尽くしたい 叙勲受章合同祝賀会

見事な連携を披露 消防団定期観閲式

幼年防火クラブ

中継送水訓練
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津
軽
鉄
道
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
は
、

毎
月
22
日
を
津
鉄
の
日
と
制
定
し
、
毎
月

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
５
月
22

日
㈰
は
、
同
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
の
１
人

で
あ
る
、「
起
き
て
夢
見
る
会
」
の
会
長

で
あ
る
夏
原
謙
二
さ
ん（
長
泥
）の
誕
生
日
。

津
鉄
に
気
軽
に
乗
っ
て
も
ら
お
う
と
株
式

会
社
ア
ク
ト
プ
ラ
ン
が
「
バ
ー
ス
デ
ー
列

車
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

走
れ
メ
ロ
ス
号
を
１
両
貸
し
切
り
、
５

月
生
ま
れ
の
人
、
お
祝
い
し
た
い
人
な
ど

55
人
を
乗
せ
て
津
軽
中
里
駅
を
出
発
し
ま

し
た
。
車
内
で
は
津
鉄
応
援
直
売
会
の
桑

田
ミ
サ
オ
さ
ん（
五
所
川
原
市
）の
手
づ
く

り
笹
餅
や
小
泊
産
の
イ
カ
飯
な
ど
が
振
る

舞
わ
れ
ま
し
た
。
五
所
川
原
駅
に
着
く
と

津
軽
鉄
道
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
つ
て

っ
ち
ー
が
お
出
迎
え
し
、
乗
客
ら
は
一
緒

に
写
真
を
撮
る
な
ど
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

帰
り
の
車
内
で
は
、
５
月
生
ま
れ
の
６

人
を
乗
客
み
ん
な
で
お
祝
い
し
ま
し
た
。

夏
原
さ
ん
と
一
緒
に
こ
の
日
誕
生
日
を
迎

え
た
加
藤
マ
サ
さ
ん（
派
立
上
）は
「
今
日

は
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
に
祝
っ
て
も
ら
っ

て
嬉
し
い
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　全校生徒教員が一丸となって地域貢献をしようと、今
年も５月２日㈪町内各所で中里高校生徒と教員が奉仕
活動を行いました。
　午前中、１・２年生は町運動公園の陸上競技場で緑地
にたまったゴミやトラック脇の側溝内の落ち葉や小枝
などを片づけました。午後は静和園で窓ふきや車イスふ
き、利用者の屋外の散歩を手伝いました。３年生26人は、
同校近くの内潟療護園で、施設の窓ふきや車いすなどの
介護用品のふき掃除で奉仕しました。

　作業を終えて生徒たちは「普段使っている陸上競
技場もよくみるとゴミがたくさんあり驚いた」「使
う人のことを考えながら拭いた。気持ちよく使って
くれたら嬉しい」と話しました。
　また、施設担当によると「今日は、普段私たちが
できない部分も掃除してくれて園内がとてもきれ
いになった。外出できて利用者も喜んでいる。いつ
でも遊びに来てください」と高校生の奉仕活動に感
謝していました。

５
月
生
ま
れ
の
人
た
ち
を
祝
う

津
鉄
の
日
「
バ
ー
ス
デ
ー
列
車
」

奉仕の心を大切に 中里高校が全校奉仕活動

気持ちを込めて窓ふき

利用者と散歩

ハッピーバースデー

笹餅やイカ飯の振る舞い
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